
正規分布 (2) 付録
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⼀⽅，下記のように，t統計量は{𝑧!}のみの式で書ける
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注意：これからt分布の具体形を求めるのはやや煩雑な導出になるが，
まず重要なのはそこではなく， 𝜇, 𝜎&によらない分布になることである



確率密度の変数変換
𝑥に関する積分を，
𝑥 = 𝑓 𝑦 を満たす𝑦に関する積分に変換するには

𝑝 𝑥 𝑑𝑥 → 𝑓! 𝑦 𝑝 𝑓 𝑦 𝑑𝑦とすれば
すべての期待値が変換前と同じになる
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※簡単のため𝑓.(𝑦) > 0が常に成り⽴つと仮定


